
JP 4089779 B2 2008.5.28

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車両の圧縮空気ブレーキシステムのための電空式の調整弁であって、下側のリレー弁ハ
ウジング（２）と上側のパイロット制御弁ハウジング（３）とから成る分割された弁ハウ
ジング（１）が設けられており、リレー弁ハウジング（２）およびパイロット制御弁ハウ
ジング（３）が制御チャンバ（５）を包囲しており、該制御チャンバ（５）内に、軸方向
で調節可能な制御ピストン（６）が案内されており、該制御ピストン（６）が、パイロッ
ト制御弁ハウジング（３）内に収容されたパイロット制御弁装置（７）を介して負荷可能
であって、それにより、圧縮空気流が、リレー弁ハウジング（２）に配置された少なくと
も１つの制動管路接続部（１２）と、供給圧接続部（１８）と、排気接続部（１４）との
間で、内部に位置する弁座装置（１１）を介して切替え可能である形式のものにおいて、
パイロット制御弁装置（７）のバックアップ弁（１７）の制御接続部（２３）がリレー弁
ハウジング（２）の側に配置されており、かつ弁内部の圧力媒体通路（２４）を介して、
パイロット制御弁ハウジング（３）の側に収容されたバックアップ弁（１７）に接続され
ており、それにより、パイロット制御弁ハウジング（３）が切削加工を必要とせずに製作
可能であることを特徴とする、バックアップ弁を備えた電空式の調整弁。
【請求項２】
　弁内部の圧力媒体通路（２４）が、リレー弁ハウジング（２）に設けられた制御接続部
（２３）を起点とし、パイロット制御弁ハウジング（３）との接続領域に配置されたシー
ルリング（４）を介して、パイロット制御弁ハウジング（３）内でバックアップ弁（１７
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）へと導かれている、請求項１記載の電空式の調整弁。
【請求項３】
　シールリング（４）が、圧力媒体通路（２４）に対応配置されたＯリングとして形成さ
れている、請求項１または２記載の電空式の調整弁。
【請求項４】
　シールリング（４）が、弁内部の圧力媒体通路（２４）をシールする他に、リレー弁ハ
ウジング（２）をパイロット制御弁ハウジング（３）に、シールされた形で接続するため
にも形成されている、請求項１または２記載の電空式の調整弁。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、車両の圧縮空気ブレーキシステムのための電空式の調整弁であって、下側の
リレー弁ハウジング部分と上側のパイロット制御弁ハウジング部分とから成る分割された
弁ハウジングが設けられており、リレー弁ハウジング部分およびパイロット制御弁ハウジ
ング部分が制御チャンバを包囲しており、該制御チャンバ内に、軸方向で調節可能な制御
ピストンが案内されており、該制御ピストンが、パイロット制御弁ハウジング部分内に収
容されたパイロット制御弁装置を介して負荷可能であって、それにより圧縮空気流が、リ
レー弁ハウジング部分に配置された少なくとも１つの制動管路接続部と、供給圧接続部と
、排気接続部との間で、内部に位置する弁座装置を介して切替え可能である形式のものに
関する。特に本発明は弁ハウジングにおける接続部の特別な配置に関する。
【０００２】
　この種の電空式の調整弁は車両の圧縮空気ブレーキシステム内で、ブレーキ圧を所望の
、つまりフットブレーキペダルにより与えられる制動作用に応じて調整するために使用さ
れる。調整弁から出た制動管路はこの目的のために一般的にはブレーキシリンダと連通し
ており、ブレーキシリンダはさらに、車両の制動のために必要な制動力を生ぜしめ、ピス
トンロッド側に接続されたディスクブレーキもしくはドラムブレーキへと伝達する。電空
式の調整弁のための圧力目標値の設定は電気的にも空気圧式にも行われることができる。
しかし、空気圧式の起動制御は大抵の場合、電気的な起動制御が故障した場合の安全のた
めに使用されるに過ぎない。
【０００３】
　本発明の上位概念部に記載したような形式の電空式の調整弁はドイツ連邦共和国特許第
３９３１７６１号明細書から公知である。車両の圧縮空気ブレーキシステムのための調整
弁は二部分から成る金属製のハウジングを有している。下側のリレー弁ハウジングには制
動管路接続部と供給圧接続部と排気接続部とが存在している。２つの同心的な弁座に対し
て押圧する閉鎖エレメントから成る、内部に位置する弁座装置を介して、圧縮空気流は外
部の接続部間で切替え可能である。切替えのために、閉鎖エレメントは戻しばねの力に抗
して軸方向で操作される。閉鎖エレメントの操作は、やはりリレー弁ハウジング内で中空
空間内に配置された大面積の制御ピストンを介して行われる。制御ピストンは制御圧を介
して長手方向位置調節のために負荷される。その際、制御圧はパイロット制御弁装置を介
して生ぜしめられる。パイロット制御弁装置は、リレー弁ハウジングに取り付けられたパ
イロット制御弁ハウジング内に配置されている。制御圧を調節または変更するために、２
つの個別的なソレノイド弁が働く。一方のソレノイド弁は非通電時には閉弁されていて、
ハウジング内部の圧力媒体通路を介して供給圧接続部に連通しており、この供給圧接続部
はリレー弁ハウジングの側に配置されており、パイロット制御弁ハウジングに通じた、弁
内部の圧力媒体通路を介して適当な接続を形成している。このソレノイド弁の作業接続部
は制御チャンバに接続されている。他方のソレノイド弁は制御チャンバの排気のために働
き、非通電時には閉弁されている。このソレノイド弁も同様に作業管路側で制御チャンバ
に接続されており、リレー弁ハウジングの側に配置された排気接続部を介して排出空気側
で大気に連通している。制御圧は両ソレノイド弁の通電を調整することにより変更される
。この変更は圧力調整に応じて、作業チャンバ内にある実際値検出器としての圧力センサ
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を利用して行われる。この場合、圧力目標値の設定は電気的に行われる。パイロット制御
弁ハウジング内に組み込まれた電子式ユニットはそれに応じて両ソレノイド弁を起動制御
する。
【０００４】
　さらに背景技術で一般的に知られていることとしては、パイロット制御弁装置の両方の
、つまり入口弁並びに出口弁として形成されたソレノイド弁の他に、バックアップ弁と呼
ばれる別のソレノイド弁が設けられることである。バックアップ弁もやはりパイロット制
御弁ハウジング内に配置されており、パイロット制御弁ハウジングに配置された制御接続
部を介して起動制御され、それによって、例えばライン破損によって電子式の調整ができ
ない場合に、安全のために調整弁を圧力媒体制御で操作できるようになっている。この目
的のために、制御圧がバックアップ弁を介して制御チャンバに到達し、それにより、制御
ピストンの運動によって補助的に弁座装置を操作できるようになっている。圧縮空気ブレ
ーキシステムに設けられたフットブレーキモジュールにより、制御圧は通常の場合、通電
により閉鎖されたバックアップ弁を介して抑制される。
【０００５】
　バックアップ弁をパイロット制御弁ハウジング内に付加的に配置したことにより、相応
に付加的な、弁内部の圧力媒体通路が必要となる。この場合短い管路長さを実現するため
に、従来、制御接続部はバックアップ弁の近傍にパイロット制御弁ハウジングに配置され
ていた。
【０００６】
　しかし、制御接続部のこのような配置はパイロット制御弁ハウジングの加工コストを高
めることにつながる。特に、制御接続部を製作するために、切削加工による作業工程が必
要である。
【０００７】
　本発明の課題は、冒頭で述べた形式の電空式の調整弁を改良して、ハウジング領域の製
作コストを下げることである。
【０００８】
　上記課題は、請求項１の上位概念部に記載された形式の電空式の調整弁から出発して、
特徴部に記載された特徴に関連して解決される。請求項２以下には本発明の有利な発展が
記載されている。
【０００９】
　本発明は、パイロット制御弁装置のバックアップ弁の制御接続部がリレー弁ハウジング
の側に配置されており、かつ弁内部の圧力媒体通路を介して、パイロット制御弁ハウジン
グの側に収容されたバックアップ弁に接続されているという技術的な教示を含んでいる。
【００１０】
　この手段の利点は、もはや切削加工を必要とせずにパイロット制御弁ハウジングを製作
できることにある。切削加工を伴う全ての作業工程はリレー弁ハウジングにおいてのみ必
要である。それゆえ、切削加工を必要としないパイロット制御弁ハウジングは完体を鋳造
可能である。
【００１１】
　有利には、弁内部の圧力媒体通路は、リレー弁ハウジング内の制御接続部を起点として
、パイロット制御弁ハウジングに対する接続領域に配置されたシールリングを介して、パ
イロット制御弁ハウジングの側でバックアップ弁にまで導かれている。圧力媒体通路は直
接的に鋳造時に製作可能であって、この場合、それに引き続いての別の切削加工またはそ
れに類するものは不要である。
【００１２】
　この場合、シールリングは例えば簡単な形式でＯリングとして形成されていることがで
きる。調整弁の組立て時に、Ｏリングは、リレー弁ハウジングとパイロット制御弁ハウジ
ングとの間の接続領域に設けられた対応する溝状の切欠き内に装填され得る。
【００１３】
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　本発明を改良する手段によれば、シールリングは、弁内部の圧力媒体通路をシールする
他に、リレー弁ハウジングをパイロット制御弁ハウジングに、シールして接続する機能を
も果たすように形成されていることができる。その点で機能統合されたこのシールリング
は取扱いが容易であって、調整弁の組立てを簡単化する。
【００１４】
　本発明を改良する別の手段は以下に、図面を参照した本発明の有利な実施例の説明と共
に詳説される。
【００１５】
　図１に示した電空式の調整弁は二部分から成る弁ハウジング１を有しており、弁ハウジ
ング１は詳細には下側のリレー弁ハウジング２と上側のパイロット制御弁ハウジング３と
から成っている。パイロット制御弁ハウジング３はリレー弁ハウジング２に、両者間に位
置するシールリング４を介して螺設されている。リレー弁ハウジング２とパイロット制御
弁ハウジング３とは内部に位置する制御チャンバ５を取り囲んでおり、制御チャンバ５内
には制御ピストン６が軸方向で可動に配置されている。制御ピストン６を軸方向で位置調
節するために、パイロット制御弁ハウジング３内に収容されたパイロット制御弁装置７が
働き、パイロット制御弁装置７のうち本図では、出口弁８として働くパイロット制御弁の
みが見て取れる。パイロット制御弁装置７は、やはりパイロット制御弁ハウジング３内に
配置された電子式ユニット９を介して電気的に起動制御される。図示されたパイロット制
御弁は制御チャンバ５の操作時に排気し、その際、排出空気は排気管路１０を介して大気
に導出される。出口弁８に隣接して第２のパイロット制御弁が、制御チャンバ５を制御圧
でもって電子式ユニット９の指示通りに負荷するために働く入口弁として、制御ピストン
６をその点で操作するために存在している。
【００１６】
　制御チャンバ５を負荷すると、制御ピストン６はさらに、下側のスリーブ状の同軸的な
一体成形部を介して弁座装置１１を操作する。弁座装置１１は圧縮空気流を、一方ではリ
レー弁ハウジング２に配置された制動管路接続部１２と、内部の供給圧チャンバ１３に連
通している供給圧接続部（図示せず）と、排気接続部１４との間で切り替える。排気接続
部１４には付加的に、流出する排出空気の騒音を減じるための消音装置１５が設けられて
いる。
【００１７】
　図２に示した概略図によれば、パイロット制御弁ハウジング３内には出口弁８の他に入
口弁１６並びにバックアップ弁１７が配置されている。リレー弁ハウジング２の側に配置
された供給圧接続部１８から圧力媒体通路１９がソレノイド式の入口弁１６へと導かれて
おり、このソレノイド式の入口弁１６は作業管路側で圧力媒体通路２０を介して制御チャ
ンバ５に連通している。制御チャンバ５の排気は圧力媒体通路２１を介して行われ、この
圧力媒体通路２１はこの目的のためにソレノイド式の出口弁８に接続されており、排出空
気側で排気通路１０を介して排気接続部２２に接続されている。バックアップ弁１７のた
めの制御接続部２３はやはりリレー弁ハウジング２の側に配置されている。制御接続部２
３から圧力媒体通路２４がバックアップ弁１７に向かって延びており、バックアップ弁１
７は、ソレノイド式の入口弁１６およびソレノイド式の出口弁８のための電気的な起動制
御が不可能な場合に制御接続部２３を介した弁制御を可能にするために、作業管路側で圧
力媒体通路２５を介して制御チャンバ５に接続されている。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】電空式の調整弁の縦断面図である。
【００１９】
【図２】弁内部の全ての圧力媒体通路の配置を概略的に示す図である。
【符号の説明】
【００２０】
　１　弁ハウジング、　２　リレー弁ハウジング、　３　パイロット制御弁ハウジング、
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　４　シールリング、　５　制御チャンバ、　６　制御ピストン、　７　パイロット制御
弁装置、　８　出口弁、　９　電子式ユニット、　１０　排気通路、　１１　弁座装置、
　１２　制動管路接続部、　１３　供給圧チャンバ、　１４　排気接続部、　１５　消音
装置、　１６　入口弁、　１７　バックアップ弁、　１８　供給圧接続部、　１９　圧力
媒体通路、　２０　圧力媒体通路、　２１　圧力媒体通路、　２２　排気接続部、　２３
　制御接続部、　２４　圧力媒体通路

【図１】 【図２】
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